
露店等の安全チェックリストの対応策 

火気器具等 

□ 消火器が準備してある。 

  → ・業務用消火器を準備する。大きさは問いません。 

 

□ 建物や可燃物品から安全な距離が保たれている。 

  → ・使用される機器により離隔する距離が違うので、消防局予防課又は最寄りの消

防署へお問い合わせください。 

     例１：調理用器具でバーナーが露出している卓上コンロ（1 口）ですと、周囲

が木製の場合、15 センチ以上離す必要があります。 

     例2：電気コンロで周囲が木製の場合は、20センチ以上離す必要があります。 

 

□ 可燃性のガス又は蒸気が滞留するおそれのない場所で使用している。 

  → ・調理台の下などを避け、通気性のよい環境で使用する。 

 

□ 地震等により器具や可燃物が落下するおそれがない。 

  → ・器具を固定したり、不測の事態に、火気器具の上に可燃物が落ちてこないよう

にレイアウトをする。 

 

□ 不燃性の床上又は台上で使用している。 

  → ・火気器具と木製のテーブル等の間に、適当な遮熱・断熱材をしき、床や台の表

面温度が摂氏 80 度を超えないことが必要です。使用される床や台により必要と

なる対応策が異なりますので、消防局予防課又は最寄りの消防署へお問い合わせ

ください。 

液体燃料容器 

□ 消防法令に適合した金属製容器等で貯蔵・取扱いを実施している。 

  → ・消防法令に適合したガソリン金属製容器には、危険物保安技術協会が実施して

いる「試験確認済証」のラベルが付いています。 

 

 

 

 

 

 

 

プロパンガス 

□ プロパンガスボンベは、直射日光の当たらない通気性の良い場所に設置し、転倒しな

いよう固定している 

 →・チェーン等でボンベを固定する。背の低いボンベは転がらないようブロック等で囲

い安定させる。 

 


